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フラダンス楽しいな！

　９月１８日、久美保育所で、園児のフラダンスの練
習が行われました。１１月に山口市で開催される山口
県総合芸術文化祭「子ども夢プロジェクト」において、
ちびっ子フラ「大島っ子」として練習の成果を発表す
る予定です。元気な子どもたちの夢が大きくふくらむ
ことを期待しています。
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周
防
大
島
町
議
会
は
、
平
成
19
年
９
月
定
例

議
会
の
最
終
日
（
９
月
19
日
）
に
、
議
員
定
数

を
現
行
の
26
か
ら
６
議
席
少
な
い
20
と
す
る
条

例
改
正
案
を
議
員
提
案
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
定
数
は
次
の
一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
来
年
11
月
の
任
期
満
了
に
伴

い
実
施
さ
れ
る
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
20
人
の

定
数
で
執
行
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
の
議
員
定
数
は
、
平
成
16
年
10
月
１
日

に
合
併
し
た
際
、
在
任
特
例
を
適
用
せ
ず
、
56

人
い
た
議
員
は
、
人
口
２
万
１
千
人
に
見
合
っ

た
地
方
自
治
法
の
上
限
で
あ
る
26
人
と
し
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
予
想
さ
れ
る
人
口
減

や
近
隣
市
町
の
議
員
定
数
を
考
慮
し
て
、
平
成

17
年
12
月
、
議
長
か
ら
議
会
運
営
委
員
会
に
議

員
定
数
の
調
査
・
研
究
に
つ
い
て
諮
問
。
本
年

６
月
に
は
、
議
会
運
営
委
員
長
か
ら
議
長
に
「
定

数
を
削
減
す
べ
き
」
と
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
１
人
あ
た
り
の
報
酬
額
は
、
年
間
約

３
３
０
万
円
で
あ
り
、
今
回
の
削
減
で
年
間
約

１
９
８
０
万
円
の
議
員
報
酬
が
削
減
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◆議会運営委員会における協議状況
回 開催年月日 協議概要

第１回 平成 17年 12月 19日 議長から議会運営委員会に議員定数
の調査・研究について諮問

第２回 平成 18年　３月 20日 全国及び県内の状況等を調査・検討

第３回 平成 19年　３月 19日 全国及び県内の状況等を調査・検討

第４回 平成 19年　６月　７日
全国、県内及び近隣市町と比較対比
し、議会運営委員会での方針を調整
後、議員提案とすることを確認

第５回 平成 19年　６月 22日 議会運営委員長から議長に削減すべ
きと答申

◆全員協議会における協議状況

最終確認日 平成 19年　９月 18日
議員全員協議会において協議の結果
議員定数 20 人で本会議へ議員提案
することを確認

周
防
大
島
町
議
会　

議
員
定
数
を
26
か
ら
20
へ

次
の
一
般
選
挙
か
ら
適
用
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周
防
大
島
町
議
会
の
議
員
定
数
に
つ

き
ま
し
て
は
、
周
防
大
島
町
誕
生
に
い

た
る
ま
で
の
合
併
協
議
に
お
い
て
、
旧

４
町
の
議
員
さ
ん
の
英
知
と
英
断
に
よ

り
、
全
国
で
も
数
少
な
い
在
任
特
例
を

適
用
せ
ず
、
設
置
選
挙
に
よ
り
新
し
い

周
防
大
島
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

議
員
定
数
は
、
法
定
上
限
数
の
26
人
を

適
用
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
議
案
に
つ
い
て
は
、
次

の
一
般
選
挙
か
ら
、
現
行
定
数
の
26
人

か
ら
６
人
減
の
20
人
に
削
減
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

議
員
定
数
を
定
め
る
要
素
は
、
議
会

が
住
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
そ
の
選
出
母
体
で
あ
る
住
民
の
数

を
考
慮
し
、
ま
た
多
元
的
な
意
思
を
統

合
し
、
町
の
意
思
を
決
定
す
る
に
相
応

し
い
規
模
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
議
会
、
議
員
の
あ
る
べ

き
姿
、
議
会
と
し
て
機
能
す
べ
き
議
員

の
一
定
の
集
積
、
本
町
の
地
域
事
情
、

さ
ら
に
類
似
団
体
と
比
較
す
る
な
ど
、

諸
々
な
点
を
総
合
的
に
検
討
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
議
員
数
の
い
ず
れ

が
適
正
数
値
で
あ
る
か
は
、
科
学
的
な

基
準
や
、
よ
る
べ
き
論
拠
も
見
出
し
が

た
く
、
最
終
的
に
は
諸
要
素
を
総
合
的

に
勘
案
し
判
断
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

現
下
の
本
町
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
、

と
り
わ
け
厳
し
い
財
政
事
情
等
を
考
慮

し
、
町
民
の
皆
様
か
ら
負
託
を
受
け
た

我
々
町
議
会
議
員
と
し
て
も
、
こ
の
よ

う
な
現
状
を
重
く
受
け
止
め
、
議
員
自

ら
が
目
に
見
え
る
形
で
姿
勢
を
示
す
べ

き
で
あ
る
と
の
思
い
で
あ
り
、
提
案
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◆地方自治法に定める議員上限定数
人口規模 議員上限定数

２千未満　　　　　　　　の町村 １２人
２千以上　　　　５千未満の町村 １４人
５千以上　　　　１万未満の町村 １８人

１万以上　　　　２万未満の町村 ２２人

５万未満の市及び２万以上の町村 ２６人

５万以上　　　　１０万未満の市 ３０人

以下省略

◆本町の今後の人口推計
年月日 人口数

平成１７年１０月１日 　２１，３９２人
（国勢調査実績）

平成２２年１０月１日 　２０，１３３人（推計）
平成２７年１０月１日 　１８，１８１人（推計）

◆全国町村の現状
（平成１８年７月１日現在：議会実態調査）
※本町の実態に即し、人口２万人以上、面積 138 ㎢
以上の５２町村を比較

条例定数 自治体数 合　計 割合

２８人 　１ 　１ 　２％

２６人 １３ １３ ２５％

２４人 　５

３８
７３％

（法定数以下）

２２人 １０

２０人 １２

１８人 　７

１６人 　３

１４人 　１

計 ５２ ５２ １００％

◆山口県内市町議員定数に係る現状等（抜粋）
（平成 19年６月１日）

市町名

平成 17年
国勢調査人口
（人）

面積
（ｋ㎡） 条例

定数
（人）

法定
上限数
（人）議員一人

当たり人口
議員一人
当たり面積

光市
53,971 91.94

２２ ３０
2,453 4.18

下松市
53,509 89.36

２４ ３０
2,230 3.72

柳井市
35,927 139.87

２３ ２６
1,562 6.08

田布施町
16,287 50.35

１４ ２２
1,163 3.60

平生町
14,203 34.45

１２ ２２
1,184 2.87

上関町
3,706 34.79

１４ １４
265 2.49

周防大島町
21,392 138.11

２６ ２６
823 5.31

定
数
削
減
議
案
提
案
理
由
（
要
旨
）

議員定数検討内容

◆定数を 20とした時の議員一人当たりの人口・面積

周防大島町
21,392 138.11

２０ ２６
1,070 6.91

○
提
出
者　

　

荒
川
政
義
（
議
会
運
営
委
員
長
）

○
賛
成
者　

　

伊
藤
秀
行
（
総
務
文
教
常
任
委
員
長
）

　

魚
原
満
晴
（
民
生
常
任
委
員
長
）

　

中
本
博
明
（
建
設
環
境
常
任
委
員
長
）
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平成 18 年度決算報告
一般会計歳入
158 億 2384 万１千円
（単位：千円）

一般会計歳出
156 億 260 万７千円
（単位：千円）

　

平
成
18
年
度
周
防
大
島
町
一
般
会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
が
、
９
月
19
日
の

第
３
回
周
防
大
島
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
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特別会計決算（単位：千円）

地方債の状況（単位：千円）
一般会計 25,483,299
簡易水道会計 4,545,980
公共下水道会計 1,905,341
農業集落排水会計 2,166,533
漁業集落排水会計 155,476
渡船会計 11,836

財政調整基金 1,223,002
減債基金 196,834
福祉振興基金 327,344
国民健康保険基金 51,390
介護給付費準備基金 102,403
ふるさと創生基金 67,047
中山間ふるさと
水と土保全基金 31,131

県収入証紙貸付基金 3,000
奨学資金貸付基金 42,267
土地開発基金 100,135

基金の状況（単位：千円）

◆公共下水道
　歳入　   483,983
　歳出       477,821
　差引　 　   6,162

◆農業集落排水
　歳入　   713,886
　歳出　   713,355
　差引　           531

◆漁業集落排水
　歳入　     44,439
　歳出　     44,439
　差引　　           0

◆渡船
　歳入　     83,070
　歳出　     83,070
　差引　　           0

◆交通災害
　歳入　       8,156
　歳出　       8,156
　差引　　           0

◆国民健康保険
　歳入　3,380,921
　歳出　3,280,220
　差引　   100,701

◆老人保健
　歳入　4,906,120
　歳出　4,797,088
　差引　   109,032

◆介護保険
　歳入　2,784,329
　歳出　2,699,745
　差引　     84,584

◆訪問看護
　歳入　　  26,424
　歳出　　  26,424
　差引　　           ０

◆簡易水道
　歳入　1,087,533
　歳出　1,087,533
　差引　　            0

公営企業局（病院事業）（単位：千円）

収益的収支 資本的収支
4,051,023 8,578,400

4,075,826 10,027,714

▲ 24,803 ▲ 1,449,314

地方債の状況 7,227,053

　

今
年
か
ら
始
ま
っ
た
防
災
行
政
無
線
の
整
備
は
、
現
在
東
和

地
区
で
屋
外
拡
声
子
局
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
屋
外
拡
声
子
局　

　

屋
外
拡
声
子
局
は
、
災
害
時
に
外
に
い
る
方
へ
災
害
情
報
を

伝
達
す
る
設
備
で
す
。
屋
外
拡
声
子
局
は
柱
の
下
で
直
接
放
送

を
す
る
こ
と
も
可
能
で
、現
地
で
避
難
誘
導
な
ど
が
可
能
で
す
。

　

東
和
地
区
に
は
新
た
に
30
か
所
建
設
し
ま
す
。
そ
の
他
の
地

区
に
お
い
て
は
既
設
防
災
行
政
無
線
等
の
利
用
可
能
な
柱
に
つ

い
て
は
そ
の
ま
ま
利
用
し
設
備
を
更
新
し
ま
す
。
工
事
の
期
間

中
は
な
に
か
と
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
戸
別
受
信
機

　

戸
別
受
信
機
は
災
害
時
に
災
害
の
様
々
な
情
報
を
住
民
の
皆

様
に
伝
達
す
る
大
切
な
設
備
で
す
。
ま
た
平
常
時
に
は
役
場
か

ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
放
送
し
ま
す
。

　

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
戸
別
受
信
機
の
貸
与
申
請
書
の
提

出
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
ま
で
に
提
出
さ
れ
て
い

な
い
世
帯
も
若
干
あ
り
ま
す
。
ま
だ
提
出
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
常
時
受
付
を
し
て
い
ま
す
の
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

貸
与
申
請
書
は
各
総
合
支
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
政
策
企
画
課
☎
７
４
‐
１
０
０
７

　

安
心
の
あ
る
ま
ち

　

防
災
行
政
無
線
整
備
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平
成
18
年
度
の
周
防
大
島
町
各
会
計

決
算
が
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
（
４

〜
５
ペ
ー
ジ
参
照
）。
決
算
状
況
を
見
て

い
た
だ
け
れ
ば
お
わ
か
り
と
思
い
ま
す

が
、
歳
入
の
大
半
を
地
方
交
付
税
や
国
・

県
支
出
金
に
頼
っ
て
い
ま
す
（
歳
入
の

約
65
・
２
％
）。

　

高
齢
化
が
進
み
、
農
漁
業
が
基
幹
産

業
で
あ
る
本
町
に
と
っ
て
大
幅
な
税
収

の
増
も
見
込
ま
れ
ず
、
こ
れ
ら
の
財
源

は
町
の
財
政
運
営
上
、
不
可
欠
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
周
防
大
島
町
が
誕
生
し

た
平
成
16
年
度
か
ら
国
の
制
度
が
大
き

く
変
化
し
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り

国
庫
補
助
負
担
金
や
地
方
交
付
税
を
減

額
し
、
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
税
源
移

譲
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
平
成
18

年
度
ま
で
に
国
庫
補
助
負
担
金
や
地
方

交
付
税
の
減
額
で
約
９
・
８
兆
円
、
税
源

移
譲
で
約
３
兆
円
の
成
果
が
あ
っ
た
と

し
て
い
ま
す
が
、
地
方
に
と
っ
て
は
約

３
兆
円
税
金
が
増
加
し
て
も
、
逆
に
約

９
・
８
兆
円
の
地
方
交
付
税
等
の
減
額
と

な
り
、
減
額
の
ほ
う
が
６
・
８
兆
円
も
多

く
、
本
町
の
財
政
に
も
大
変
厳
し
い
影

響
が
生
じ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
に
人
口
の

減
少
や
合
併
に
伴
う
加
算
等
の
廃
止
に

よ
り
10
億
円
程
度
の
減
額
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

合
併
に
よ
り
特
別
職
や
議
員
さ
ん
も

減
り
、
職
員
も
減
っ
て
、
人
件
費
だ
け

で
も
か
な
り
の
合
併
に
よ
る
削
減
効
果

が
出
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
国
の

改
革
の
ス
ピ
ー
ド
が
早
か
っ
た
と
い
う

の
が
現
実
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
行
財
政
改
革
が
合
併
後

い
ち
早
く
取
り
組
む
べ
き
緊
急
の
課
題

と
と
ら
え
、
で
き
る
限
り
の
節
約
を
し
、

借
金
（
町
債
）
を
減
ら
し
な
が
ら
、
貯

金
（
基
金
）
を
取
り
崩
し
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
合
併
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
仕
事
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
高
齢
化
や
三
位
一
体
の
改
革

の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
今
後
と
も
収
入

が
減
り
続
け
る
状
況
が
続
き
そ
う
で
す
。

　

本
年
５
月
号
か
ら
「
待
っ
た
な
し
！
行
財
政
改
革
」
と
題
し
シ
リ
ー
ズ
で
本

町
の
行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
行
財

政
改
革
と
は
、
町
の
予
算
や
職
員
数
、
公
共
施
設
な
ど
を
適
正
な
規
模
に
し
た

り
、
役
場
の
仕
事
の
仕
方
を
住
民
本
位
の
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
変
え

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
を
総
括
し
今
な
ぜ
行
財
政
改
革
が
必
要
な
の
か
、
再
度
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

60

70

80

90

100

0

5

10

15

20
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30

今、なぜ、行財政改革 !?
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以
上
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
が
、
行
財
政
改
革
は
行
政
だ

け
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税
源
移
譲
に
よ
り
町
の
い
ろ
い
ろ
な
仕

事
に
つ
い
て
、
国
か
ら
の
助
け
な
し
に

自
分
た
ち
自
ら
が
物
事
を
決
定
し
、
自

分
た
ち
の
責
任
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
や
財
政
の
決
ま
り
や
仕
事
の
内

容
を
見
直
し
、
無
駄
を
省
き
、
必
要
な

我
慢
も
す
る
。
し
か
し
、
や
る
べ
き
こ

と
は
き
ち
ん
と
や
る
。
こ
れ
が
行
財
政

改
革
の
基
本
で
す
。

　

周
防
大
島
町
の
行
財
政
基
盤
を
し
っ

か
り
と
し
た
も
の
に
し
、
自
立
と
持
続

可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
思
い

き
っ
た
決
断
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
そ

の
決
断
を
実
行
す
る
た
め
に
は
住
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠

と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
正
確
な
情
報
を
提
供

し
、
共
通
理
解
の
も
と
に
住
民
の
皆
さ

ん
と
協
働
で
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
貯
金
も
無
く
な

り
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
真
に
必
要
と
す

る
サ
ー
ビ
ス
す
ら
提
供
で
き
な
い
町
に

な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
改
革
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
。
収
入
を
増
や
し
支

出
を
減
ら
す
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
取
り
組
む
改
革
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

収
入
を
増
や
す
努
力

・
町
税
な
ど
の
徴
収
率
の
向
上

・
水
道
や
下
水
道
使
用
料
の
適
正
化

・
各
種
負
担
金
や
施
設
使
用
料
の
見
直
し

・
不
要
不
急
の
町
有
財
産
の
売
却

　

支
出
を
減
ら
す
努
力

・
職
員
数
の
削
減
や
給
与
見
直
し
に
よ
る

人
件
費
削
減

・
選
択
と
集
中
に
よ
る
事
務
事
業
の
縮

小
、
中
断
、
廃
止
を
含
め
た
見
直
し

・
指
定
管
理
者
制
度
や
民
間
委
託
に
よ
る

施
設
管
理
等
の
見
直
し

・
組
織
、
機
構
の
見
直
し
に
よ
る
効
率
的

な
行
財
政
運
営

　

平
成
19
年
６
月
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
21
年
４
月
に
情
島
中
学
校
を
除
く
８

中
学
校
を
久
賀
中
学
校
、
大
島
中
学
校
、
東
和
中
学
校
、
安
下
庄
中
学
校
の
４
中
学
校
に

統
合
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
次
表
の
中
学
校
が
廃
校
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
統
合
後
の
学
校
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
提
案
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
11
月

15
日
㈭
ま
で
に
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

メ
ー
ル
で
、
ご
提
案
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。）

　

た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
は
、
文
部
科

学
省
ま
た
は
旧
防
衛
施
設
庁
の
補
助
金
で
整
備

し
た
た
め
、
財
産
処
分
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下

の
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
民
間
活
用
を

含
む
自
由
な
ご
提
案
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
平
成
12
年
度
以
前
に
取
得
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
の
財
産
処
分
制
限
期
間
は
60
年
で
す
。

②
文
部
科
学
省
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
財

産
処
分
制
限
期
間
未
経
過
の
学
校
施
設
で
あ
っ

て
も
、
補
助
後
10
年
を
経
過
し
た
施
設
を
、
設

置
者
内
で
公
共
用
・
公
用
施
設
へ
転
用
す
る
場

合
ま
た
は
、
学
校
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
へ
無

償
貸
与
す
る
場
合
は
補
助
金
返
還
を
生
じ
ま
せ

ん
。

③
旧
防
衛
施
設
庁
の
防
音
事
業
に
よ
り
改
築
・

改
造
を
行
っ
た
学
校
施
設
を
財
産
処
分
す
る
場

合
は
、
防
音
の
補
助
目
的
（
音
響
に
よ
る
障
害

の
緩
和
）
が
継
続
さ
れ
る
施
設
へ
の
転
用
に
限

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

教
育
委
員
会
総
務
課
学
校
統
合
推
進
班

☎
７
８
‐
２
２
０
６

フ
ァ
ッ
ク
ス
７
８
‐
０
９
０
９

Ｅ
メ
ー
ル　

kyoi@
tow
n.suo-oshim

a.lg.jp

統合後有効活用が必要となる中学校

学校名 校舎 校地面積（㎡）
年度 構造 面積 補助省庁 建物敷地 運動場 借　用

日良居中学校 S52 RC ３階外 2,047 ㎡ 文科、防衛 6,892 8,151

　　〃 (屋体 ) S58 RC 平屋 880 ㎡ 文科

蒲野中学校 H01 RC ２階 1,504 ㎡ 防衛 1,590 6,614

沖浦中学校 S24 W２階外 2,028 ㎡ 文科 9,818

油田中学校 S49 RC ４階外 1,801 ㎡ 文科 805 2,467

※ＲＣ＝鉄筋コンクリート造　Ｗ＝木造

中
学
校
統
廃
合
に
伴
う
跡
地
利
用
に
係
る
提
案
の
募
集
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住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て 　
大
切
な
命
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に

安心と信頼のハートピア共済　～事業所で加入しませんか～
中小企業勤労者共済制度

型　　種 対　象　者 加入年齢
月掛金
（１人）

交通事故死亡の
給付金額

１　　型

県内に住所または
勤務先がある中小
企業の勤労者で契
約発効日の前日ま
で健康な方
（事業所加入され
る場合は事業主も
加入できます）

満 15歳以上
満 65歳未満

４５０円 ２４０万円
２　　型 ９００円 ４８０万円
３　　型 １，５００円 ７２０万円

４型

満 15歳以上
満 50歳未満
（満 55 歳に
なるまで継
続加入でき
ます）

２，０００円 １，０００万円

高齢者型
満 65歳以上
満 71歳未満

４５０円 １００万円

ファミリー
型

１型～４型に加入
している本人、配
偶者および子供

０歳以上
満 65歳未満
（ 子 供 は 満
25歳未満）

５００円 ２００万円

　従業員の福利厚生面をより充実させるためにお勧めします。
　なお、事業主が従業員のために共済掛金を負担された場合は、税法上は損金
または必要経費として算入できます。

■
加
入
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

周
防
大
島
町
勤
労
福
祉
共
済
会
（
事
務
局
：
周
防
大
島
町
商
工
観
光
課
）

☎
７
９
‐
１
０
０
３

　

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
い
て
い
る
未
組
織
の
勤
労
者
の
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
、

県
下
全
域
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
共
済
制
度
で
す
。

　

月
々
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
死
亡
・
障
害
・
入
院
・
住
宅
災
害
等
の
不
測
の
事
態
に
対
し
て
セ
ッ

ト
で
保
障
し
、
さ
ら
に
結
婚
・
出
産
・
銀
婚
・
小
中
高
校
入
学
祝
金
も
給
付
し
ま
す
。

　

入
院
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
充
実
・
・
・
５
日
以
上
入
院
し
た
と
き
、
１
日
目
か
ら
給
付
金

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

　
「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
震
源
に
近
い
観

測
点
で
地
震
を
検
知
し
、
直
ち
に
震
源
や
地

震
の
規
模
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）、
各
地
の

震
度
な
ど
を
推
定
し
、
大
き
な
揺
れ
が
迫
っ

て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
情
報
で
す
。

　

緊
急
地
震
速
報
を
有
効
に
活
用
し
、
身
の

安
全
を
守
る
た
め
に
、
情
報
を
受
け
た
と
き

に
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
い
い
か
理
解
し

ま
し
ょ
う
。

　

周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
、
落
ち
着
い
て
、

身
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

①
家
庭

・
頭
を
保
護
し
、
大
き
な
家
具
か
ら
離
れ
、

丈
夫
な
机
の
下
な
ど
に
隠
れ
る

・
あ
わ
て
て
外
へ
飛
び
出
さ
な
い

・
そ
の
場
で
火
を
消
せ
る
場
合
は
火
の
始
末

を
す
る

②
屋
外

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
自

動
販
売
機
の
転
倒
、
ビ
ル
か

ら
の
壁
、
看
板
、
割
れ
た
ガ

ラ
ス
の
落
下
に
注
意

緊
急
地
震
速
報　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で　

10
月
１
日
か
ら

　

消
防
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
住
宅
火
災
に

よ
る
死
傷
者
の
減
少
を
目
的
と
し
て
、
住
宅

用
防
災
機
器
（
火
災
警
報
器
な
ど
）
を
、
新

築
住
宅
に
つ
い
て
は
平
成
18
年
6
月
1
日
か

ら
、
既
存
住
宅
に
つ
い
て
は
平
成
23
年
6
月

1
日
ま
で
に
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
取
り
付
け
る
場
所
は
、
就
寝
に

使
わ
れ
て
い
る
部
屋
や
階
段
の
上
部
な
ど
で

す
。

　

火
災
警
報
器
は
、消
防
設
備
取
扱
店
、ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
家
電
販
売
店
な
ど
で
購

入
で
き
ま
す
。
価
格
は
、
機
能
や
耐
久
性
に

よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
5
年
か
ら
10
年
使
用

で
き
る
物
が
、
1
個
当
た
り
数
千
円
か
ら

1
万
円
前
後
で
す
。
購
入
の
際
は
、
日
本
消

防
検
定
協
会
が
鑑
定
し
た
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
の
付

い
た
物
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら

の
注
意
が
最
も
大
切
で
す
が
、
大
切
な
命
を

守
る
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
早
期

設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

 『
悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
用
心
！
』

　

消
防
署
や
町
役
場
が
直
接
「
住
宅
用
火
災

警
報
器
」
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
》

・
一
人
で
の
対
応
や
契
約
を
し
な
い

・
玄
関
の
外
で
対
応
す
る

・
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
は
っ
き
り
断
る

 

■
問
い
合
わ
せ
／

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
本
部

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
０
０
４
０

ま
た
は
役
場
総
務
課
☎
７
４
‐
１
０
０
０
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【
相　

談
】

　

法
律
事
務
所
名
で
「
民
事
提
訴

通
告
書
」
と
書
か
れ
た
封
書
が
届

い
た
。
通
信
販
売
で
購
入
し
た
商

品
の
代
金
が
未
払
い
の
た
め
手
続

き
を
執
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
か
。

【
処
理
】

　

身
に
覚
え
が
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
応
じ
る
必
要
は
な
い
の
で
、

絶
対
に
相
手
に
連
絡
を
取
ら
な
い

よ
う
助
言
し
ま
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

８
月
中
旬
以
降
、
封
書
に
よ
る

架
空
請
求
と
思
わ
れ
る
相
談
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
封
書
は
、
主

に
20
歳
代
か
ら
30
歳
代
の
女
性
に

送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
何
ら
か
の
方
法
に
よ

り
個
人
情
報
を
入
手
し
、
そ
の
情

報
を
も
と
に
、
誤
解
を
起
こ
さ
せ

る
内
容
の
封
書
を
送
り
つ
け
、
消

費
者
の
不
安
を
駆
り
立
て
て
お
金

を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
架
空
請

求
と
思
わ
れ
ま
す
。
不
用
意
に
連

絡
を
取
る
と
、
様
々
な
理
由
で
お

金
を
請
求
さ
れ
た
り
、
個
人
情
報

を
詳
細
に
相
手
に
知
ら
れ
て
し
ま

う
な
ど
の
被
害
に
遭
う
危
険
性
が

高
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
を
受
け

た
際
は
、
相
手
と
連
絡
を
取
っ
た

り
、
お
金
を
振
り
込
む
前
に
、
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
、
お
近
く

の
市
町
の
消
費
者
相
談
窓
口
に
御

相
談
く
だ
さ
い
。

法
律
事
務
所
名
で
封
書
が
届
い
た

相
談
は　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

か
し
こ
い
消
費
者

　

今
年
４
月
か
ら
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
周
防
大
島
町
青
少
年
健
全
育
成
活

動
募
金
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
と
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

募
金
額
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
ご
報
告
し
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
に
対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

 　

皆
様
が
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
募
金
で
、
今
年
度
は
「
登
下
校
見
守
り

隊
」
の
腕
章
を
作
成
し
、
地
域
の
見
守
り
活
動
の
充
実
・
発
展
に
有
効
に
活

用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

ま
ず
は
、
募
金
の
お
礼
と
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と

も
な
お
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

周
防
大
島
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

会
長　
　

松
村
和
敏

○
募
金
に
つ
い
て

　

募
金
総
額　
　

36
万
３
３
９
１
円
（
９
月
10
日
現
在
）

○
腕
章
に
つ
い
て

　

写
真
の
腕
章
を
合
計
９
２
０
個
作
成
し
ま
し
た
。
町
内
各
小
中
学
校
に
40

個
、
公
民
館
等
公
共
施
設
に
も
合
計
40
個
配
布
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
周
防
大
島
町
青
少
年
健
全
育
成
活
動
へ
の
募
金
協
力
に
つ
い
て
（
お
礼
）

　

昨
年
開
催
さ
れ
た
「
国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
２
０
０
６
」

に
お
い
て
、
町
内
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
祭
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
中
で
、
町
内
の
保
育
園
児
が
フ
ラ
ダ
ン
ス
を

披
露
し
大
変
好
評
で
し
た
。

　

今
年
も
、
11
月
11
日
㈰
に
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
る
、
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
「
子
ど
も
夢
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
、町
内
の
保
育
園
児
が
、「
ち
び
っ

子
フ
ラ
『
大
島
っ
子
』」
と
し
て
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
発
表
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
発
表
に
向
け
て
、
９
月
か
ら
、

町
内
８
つ
の
保
育
園
で
練
習
が
始
ま
っ
て
お
り
、「
子
ど
も

夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
、
こ
の
内
の
い
く
つ
か
の
保
育

園
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

がんばれ！
ちびっ子フラ「大島っ子」
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世
界
陸
上
２
０
０
７
大
阪
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で

６
位
に
入
賞
し
た
嶋
原
清
子
選
手
（
小
松
開
作

出
身
）
が
９
月
14
日
、
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。
９
月
２
日
の
マ
ラ
ソ
ン
当
日
は
、
大
島

文
化
セ
ン
タ
ー
で
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
健
究
会
の
企
画
で
、

大
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
る
応
援
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
応
援
会
で
は
参
加
者
が
激
励
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
国
旗
に
書
き
込
み
健
闘
を
祈
願
。
こ
の
と

き
の
国
旗
が
嶋
原
選
手
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

嶋
原
選
手
は
「
離
れ
て
い
て
も
熱
い
応
援
は

届
き
ま
し
た
。」
と
笑
顔
で
答
え
、
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
考
レ
ー
ス
へ
の
出
場
な
ど
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
へ
向
け
て
の
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

各地で敬老会開催

世
界
陸
上
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
活
躍

大
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
る
応
援
会

　

９
月
17
日
の
敬
老
の
日
を
前
に
、
町
内
各

地
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
で
子
ど
も
の
作
文
朗
読
や
歌
、
演

奏
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
が
企
画
さ

れ
、
集
ま
っ
た
お
年
よ
り
は
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
健
究
会
会
長
か
ら
国

旗
の
贈
呈
（
写
真
上
）
歓
迎
の
出
迎
え

を
受
け
る
嶋
原
選
手
（
写
真
右
）

橘地区敬老大会（９月 14 日）

三蒲地区敬老大会（９月 11 日）
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中学生の職場体験

　

や
っ
て
み
た
い
と
思
う
職
業
を
実

際
に
体
験
し
、
将
来
の
目
的
意
識
と

学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
久
賀
中

学
校
２
年
生
の
生
徒
が
職
場
体
験
学

習
を
行
い
ま
し
た
。
９
月
26
日
と
27

日
の
二
日
間
、
保
育
所
や
商
店
な
ど

久
賀
地
区
の
事
業
所
が
体
験
を
受
け

入
れ
ま
し
た
。

　

久
賀
歴
史
民
俗
資
料
館
で
の
仕
事

を
希
望
し
た
藤
永
紘
己
く
ん
は
、
資

料
館
の
受
付
や
清
掃
、
か
ま
ど
で
の

炊
飯
を
体
験
。
火
の
お
こ
し
方
な
ど

を
職
員
に
指
導
し
て
も
ら
い
な
が
ら

熱
心
に
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

周
防
大
島
と
そ
の
周
辺
で
行
わ
れ
た
四
境
戦
争
・

大
島
口
の
戦
い
（
慶
応
２
、１
８
６
６
年
）
の
戦
場
を

船
で
巡
る
学
習
会
が
９
月
８
日
、
大
島
商
船
高
等
専

門
学
校
と
周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で

開
か
れ
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
歴
史
フ
ァ
ン
30
人
が

参
加
。
同
高
専
の
講
師
・
田
口
由
香
さ
ん
が
、
大
島

丸
船
上
か
ら
戦
い
の
模
様
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

周
防
大
島
は
四
境
戦
争
が
開
始
さ
れ
た
場
所
。
島

は
一
旦
幕
府
軍
に
占
領
さ
れ
ま
し
た
が
、
世
良
修
蔵

ら
の
活
躍
に
よ
り
長
州
側
が
奪
還
、
こ
の
勝
利
が
明

治
維
新
に
ま
で
結
び
つ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は｢

島
民
が
団
結
し
て
幕
府
軍
を
破
っ
た

様
子
が
わ
か
り
、
と
て
も
良
か
っ
た｣

と
満
足
そ
う

で
し
た
。

幕
末
の
戦
い
、
洋
上
か
ら
学
ぶ

地
震
が
起
き
て
も
あ
わ
て
ず
に
！

　

防
災
週
間
に
あ
わ
せ
９
月
２
日
、
内
入
自

主
防
災
組
織
（
城
山
恭
一
本
部
長
）
で
約
90

人
が
参
加
し
、
防
災
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
昨
年
の
結
成
か
ら
２
回
目
の

訓
練
。
午
前
９
時
に
地
震
発
生
、
続
い
て
津

波
警
報
の
発
令
と
い
う
想
定
で
、
各
家
庭
で

は
火
の
元
な
ど
の
安
全
点
検
を
行
い
、
非
常

持
ち
出
し
袋
な
ど
を
手
に
同
地
区
の
高
台
に

あ
る
農
村
公
園
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
だ
け

に
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
気
を
引
き
締
め

て
訓
練
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

９月９日・救急の日に訓練

　

９
月
９
日
、
東
屋
代
で
大
島
地

区
消
防
団
に
よ
る
消
防
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
三
蒲
・
沖
浦
地
区

分
団
と
本
部
分
団
、
東
消
防
署
な

ど
約
１
０
０
人
が
参
加
。
積
載
車

と
ポ
ン
プ
３
台
を
ホ
ー
ス
で
連
結

し
約
５
０
０
メ
ー

ト
ル
先
へ
放
水
し

ま
し
た
。

　

山
林
火
災
な
ど

困
難
な
現
場
で
の

消
火
活
動
を
迅
速

に
行
え
る
よ
う
、

団
員
一
人
ひ
と
り

が
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
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お知らせ 10 月

募
集

滞
在
型
市
民
農
園
「
ガ
ル
テ

ン
ヴ
ィ
ラ
大
島
」
入
園
者
募

集
　

友
人
、
知
人
等
で
市
民
農
園
に

興
味
の
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
役
場
農
林
課
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
区
画
／
１
区
画
（
２
号
）

　

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

　

な
り
ま
す
。

■
利
用
料
／

　

年
額
38
万
２
３
２
０
円 

■
利
用
期
間
／

　

平
成
19
年
12
月
１
日
か
ら　

　
（
最
長
５
年
間
更
新
可
能
）

■
申
込
期
限
／
10
月
25
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
／
農
林
課　

☎
７
９
‐
１
０
０
２

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
業

務
等
委
託
募
集

　

教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お

り
学
校
給
食
の
調
理
業
務
等
を
受

託
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
委
託
内
容
／

　

学
校
給
食
の
調
理
、
配
送
、
洗

　

浄
お
よ
び
こ
れ
に
付
随
す
る
業

　

務　
（
一
括
し
て
行
え
る
こ
と
）

■
業
務
場
所
／

①
調
理
業
務　
　

・
周
防
大
島
町
橘
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー

・
配
送
先

周
防
大
島
町
立
安
下
庄
小
学
校
、

島
中
小
学
校

周
防
大
島
町
立
安
下
庄
中
学
校
、

日
良
居
中
学
校

②
調
理
業
務　
　

・
周
防
大
島
町
東
和
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー

・
配
送
先　
　

周
防
大
島
町
立
油
田
小
学
校
、
和

田
小
学
校
、
森
野
小
学
校
、
城
山

小
学
校

周
防
大
島
町
立
油
田
中
学
校
、
東

和
中
学
校　
　

　

た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ン

タ
ー
ご
と
個
別
の
応
募
と
な
り
ま

す
。

■
委
託
期
間
／

　

平
成
20
年
４
月
１
日
〜
平
成
23

　

年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

■
委
託
予
定
日
数
・
１
日
食
数
／

・
年
間　
　
　
　

　

橘
給
食
セ
ン
タ
ー

　

約
２
０
６
日

　

東
和
給
食
セ
ン
タ
ー

　

約
２
０
４
日

・
１
日
食
数

　

橘
給
食
セ
ン
タ
ー

　

約
３
２
０
食

　

東
和
給
食
セ
ン
タ
ー

　

約
２
９
０
食

■
応
募
資
格
／

・
食
品
衛
生
法
の
飲
食
店
営
業
の

営
業
許
可
を
取
得
し
て
い
る
こ
と

・
一
定
の
場
所
で
５
年
以
上
営
業

を
継
続
し
て
い
る
こ
と

■
応
募
期
限
／

　

11
月
15
日
㈭
午
後
５
時
ま
で

■
説
明
会
（
業
務
仕
様
等
の
詳
細

に
つ
い
て
の
説
明
会
）
／

・
日
時　

10
月
25
日
㈭

　

午
前
10
時
か
ら
橘
給
食
セ
ン

タ
ー
、
午
前
11
時
か
ら
東
和
給
食

セ
ン
タ
ー
の
説
明
会

・
場
所　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
／

　

橘
給
食
セ
ン
タ
ー
（
橘
総
合
セ

　

ン
タ
ー
☎
７
７
‐
０
１
０
０
）

　

東
和
給
食
セ
ン
タ
ー

　
（
教
育
委
員
会
総
務
課
☎
７
８
‐

　

０
７
０
０
）　

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
周
防
大
島

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く

だ
さ
い
。

周
防
大
島
町
商
工
会
工
業
部

会
技
能
資
格
取
得
奨
励
金
募

集
（
平
成
19
年
度
分
）

■
対
象
者
／
周
防
大
島
町
商
工
会

工
業
部
会
員
の
事
業
主
・
役
員
・

専
従
者
・
従
業
員

・
交
付
は
1
人
１
回
ま
で
、
１
企

業
あ
た
り
最
高
６
名
、
合
計
３
万

円
ま
で
と
し
ま
す
。

■
対
象
資
格
／
工
業
振
興
に
資
す

る
平
成
19
年
度
実
施
の
国
家
技
能

資
格
・
検
定
等

・
公
的
機
関
が
関
与
す
る
も
の
で
、

安
全
衛
生
関
係
も
含
み
ま
す
。

・
新
規
取
得
の
場
合
を
対
象
と
し
、

更
新
の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

■
奨
励
金
／
資
格
取
得
者
１
人
１

回
に
限
り
、
最
高
５
０
０
０
円
程

度
を
会
員
企
業
に
支
給

・
提
出
期
限
ま
で
に
受
け
付
け
た

申
請
に
つ
い
て
一
括
審
査
し
、
３

月
下
旬
に
支
給
し
ま
す
。

・
申
請
者
数
に
よ
っ
て
は
、
予
算

の
都
合
上
、
減
額
調
整
し
て
支
給

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
提
出
書
類
／
所
定
の
申
込
書
に

合
格
証
等
の
写
し
を
添
付
し
て
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

・
申
込
書
は
本
所
、
各
支
所
お
よ

び
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

・
資
格
の
内
容
に
よ
り
、
追
加
資

料
を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

■
提
出
先
／
周
防
大
島
町
商
工
会

本
所
、
各
支
所

■
提
出
期
限
／
平
成
20
年
３
月
３

日
㈪
ま
で
随
時
受
付

・
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

　

時
15
分

・
３
月
中
に
資
格
取
得
予
定
の
場

合
な
ど
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

周
防
大
島
町
商
工
会
本
所

☎
７
９
‐
０
３
０
０

　

大
島
支
所
☎
７
４
‐
２
０
１
２

　

橘
支
所
☎
７
７
‐
０
２
４
２

　

東
和
支
所
☎
７
８
‐
０
０
０
２

　

久
賀
支
所
☎
７
２
‐
０
４
７
８
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相
談

特
設
人
権
相
談
所

■
日
時
／
11
月
５
日
㈪

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所
／
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を

厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

☎
７
７
‐
５
５
０
５

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
や
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
と
い
っ
た
、
女
性
を
め
ぐ
る

い
ろ
い
ろ
な
人
権
問
題
の
解
決
に

向
け
た
助
言
と
相
談
を
、
法
務
局

職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
行

い
ま
す
。

■
実
施
日
時
／

　

11
月
12
日
㈪
〜
18
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
相
談
電
話
番
号
／

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

☎
０
８
３
（
９
２
２
）
２
２
９
５

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談

■
実
施
日
時
／
11
月
３
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
相
談
受
付
電
話
番
号
／

　

０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

■
内
容
／

　

消
費
者
金
融
・
信
販
会
社
・
銀

行
等
へ
の
月
々
の
返
済
で
お
困
り

の
方
に
、
具
体
的
な
問
題
解
決
に

向
け
た
債
務
整
理
手
続
の
紹
介
等

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

相
談
会
担
当　

松
井
成
夫

☎
０
８
３
５
（
２
２
）
６
５
３
３

法
的
な
困
り
ご
と
は
、
法
テ

ラ
ス
へ
お
電
話
く
だ
さ
い

　

法
テ
ラ
ス
は
、
総
合
法
律
支
援

法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
法
人

で
す
。

　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
に
応
じ
た
最
も

適
切
な
機
関
・
団
体
の
情
報
を
無

料
で
提
供
し
ま
す
。

○
法
テ
ラ
ス
（
日
本
司
法
支
援
セ

ン
タ
ー
）
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
７
８
３
７
４

　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　

土
曜
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
日
曜
・
祝
日
除
く
）

※
収
入
の
少
な
い
方
に
は
契
約
弁

護
士
・
司
法
書
士
事
務
所
で
の
無

料
法
律
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
民
事
法
律
扶
助
制
度
）

○
法
テ
ラ
ス
で
の
無
料
法
律
相
談

日
・
毎
週
月
曜
日
午
後
1
時
30
分

〜
４
時
30
分

　

予
約
先　

法
テ
ラ
ス
山
口

☎
０
５
０
（
３
３
８
３
）
５
４
９
０

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
／

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

　

山
口
地
方
事
務
所

☎
０
５
０
（
３
３
８
３
）
５
４
９
０

年
末
調
整
説
明
会

■
開
催
日
／
11
月
22
日
㈭

■
会
場
／
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

■
時
間
／

・
午
前
の
部

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

・
午
後
の
部

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
対
象
者
／

　

町
内
の
源
泉
徴
収
義
務
者

　
（
個
人
・
法
人
）

※
注

１
．
午
前
・
午
後
の
部
と
も
に
説

明
会
の
内
容
は
同
じ
で
す
の
で
、

ご
都
合
の
よ
い
方
に
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

２
．
説
明
会
で
は
、
事
前
に
送
付

し
た
「
年
末
調
整
の
し
か
た
」
お

よ
び
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

等
の
法
定
調
書
の
提
出
の
手
引

き
」
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用

い
て
説
明
し
ま
す
の
で
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
柳
井
税
務
署

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
０
２
７
７

小
児
救
急
医
療
機
関
の
適
切

な
受
診
に
ご
協
力
を

　

休
日
や
夜
間
に
、
多
く
の
軽
症

の
小
児
患
者
が
救
急
病
院
を
受
診

し
て
お
り
、
小
児
救
急
医
療
体
制

を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

干支ちぎり絵一日講習会
　来年は「戊子（つちのえね）」年。手すき
和紙を使って作ってみませんか。初めての方
でも、その日に仕上げることができるよう丁
寧に指導します。
◆日時・場所／
　11月 30日㈮　橘総合センター
　午後 1時 30分～
　12月１日㈯　久賀総合センター
　午後１時 30分～
◆講師／和紙ちぎり絵講師　　岡村てる先生
◆教材費／１セット（２枚組）１５２２円
◆持参するもの／のり、ハサミ、筆記用具
◆申し込み締め切り／ 11 月 22日㈭
◆申し込み・問い合わせ／
　橘総合センター☎７７‐０１００
　久賀総合センター☎７２‐２２７１

○
か
か
り
つ
け
医
を
持
っ
て
、
な

る
べ
く
昼
間
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

○
近
く
の
休
日
在
宅
当
番
医
や
休

日
夜
間
小
児
診
療
協
力
医
療
機
関

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
受
診
の
判
断
が
難
し
い
場
合
な

ど
は
、
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
／

☎
＃
８
０
０
０
（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
８
３
（
９
２
１
）
２
７
５
５

　

毎
日
午
後
７
時
〜
10
時
受
付

■
問
い
合
わ
せ
／

　

県
医
務
保
険
課

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
２
９
２
４

　

町
健
康
増
進
課

☎
７
７
‐
５
５
０
４
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お
知
ら
せ

10
月
15
日
㈪
〜
21
日
㈰
は
行

政
相
談
週
間
で
す
。

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

を
広
く
国
民
の
方
々
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
10
月
15
日
か
ら
10
月
21
日

ま
で
を
「
行
政
相
談
週
間
」
と
し

て
、
各
種
の
行
事
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

周
防
大
島
町
に
お
い
て
は
、
４

名
の
行
政
相
談
委
員
さ
ん
が
行
政

相
談
週
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
月

次
の
日
程
で
行
政
相
談
所
を
開
い

て
い
ま
す
。

　

国
の
仕
事
、
特
殊
法
人
な
ど
の

仕
事
、
都
道
府
県
・
市
町
村
の
仕

事
で
国
か
ら
受
託
し
て
い
る
仕

事
、
補
助
を
受
け
て
行
っ
て
い
る

仕
事
に
つ
い
て
、「
気
に
な
っ
て
い

る
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
」、「
制
度
や
手
続
が
わ
か
ら
な

い
」
な
ど
と
い
っ
た
相
談
ご
と
を

お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
山
口
行
政
評
価
事
務
所

で
も
行
政
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。（
電
話
、
手
紙
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
で

も
相
談
で
き
ま
す
。）

◆
総
務
省
山
口
行
政
評
価
事
務
所

○
住
所

〒
７
５
３
‐
０
０
８
８

　

山
口
市
中
河
原
町
６
‐
16

　

山
口
地
方
合
同
庁
舎
１
号
館

○
電
話

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

　
（
行
政
苦
情
１
１
０
番
）

○
手
紙

　

書
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
普
通
郵

　

便
局
に
は
専
用
の
用
紙
と
封
筒

　

を
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

○
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

０
８
３
（
９
２
２
）
１
５
９
１

○
Ｅ
メ
ー
ル

110yam
aguchi@

soum
u.go.jp

地　区 相談委員氏名 相談日 場所

久賀地区 末満良勇

第１火曜日　
13:30 ～ 15:30 久賀総合センター

第３火曜日　
13:30 ～ 15:30 椋野出張所

大島地区 橋爪雅子 第２火曜日　
10:00 ～ 12:00 大島庁舎

東和地区 中村興家 第３火曜日　
13:30 ～ 15:30

自然休養村
管理センター

橘　地区 二宮信三 第３火曜日　
13:30 ～ 15:30 橘総合センター

Ｑ　裁判員を辞退するこ
とはできないのですか？

裁判員制度Ｑ＆Ａ

Ａ　基本的にはできませんが、法律で認めら
れた事情がある場合には辞退することができ
ます。
　裁判員制度は、特定の職業や立場の人に偏
らず、広く国民に参加してももらう制度です
ので、原則として辞退はできません。ただし、
参加する個々の国民の負担が過重なものとな
らないようにとの配慮などから、例えば 70歳
以上の人や重い疾病や障害により裁判員の職
務を行うことができない場合など、法律に辞
退理由が定められており、裁判所がそのよう
な事情にあたると認めれば辞退することがで
きます。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種

　

予
防
接
種
法
に
よ
り
、
山
口
県

内
の
広
域
予
防
接
種
医
療
機
関
に

お
い
て
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
（
１
回
）
を
公
費
負

担
（
一
部
自
己
負
担
）
で
実
施
し

ま
す
。

■
実
施
期
間
／
11
月
１
日
㈭
〜

　

平
成
20
年
２
月
29
日
㈮

■
必
要
経
費
／

　

自
己
負
担
金　

１
０
５
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
自
己
負

担
免
除
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者
／

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
で
、
周
防
大
島
町

内
に
住
所
が
あ
り
接
種
日
に
お
い

て
次
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

○ 

65
歳
以
上
の
方

○ 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、

腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
に

自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
が
極
度

に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有

す
る
も
の
、
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
機
能
に

日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な

程
度
の
障
害
を
有
す
る
も
の
。

■
持
参
す
る
も
の
／

　

住
所
お
よ
び
生
年
月
日
が
確
認

で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
等
）

※
予
診
票
は
医
療
機
関
に
あ
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
増
進
課　

☎
７
７
‐
５
５
０
４

「
火
は
見
て
る　

あ
な
た
が

離
れ
る　

そ
の
時
を
」

　

11
月
９
日
㈮
か
ら
15
日
㈭
ま
で

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

○
重
点
目
標

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
予

防
対
策
の
推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

※
11
月
９
日
㈮
午
前
７
時
に
サ
イ

レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。
火
災
と
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

10
月
17
日
か
ら
23
日
は
薬

と
健
康
の
週
間
で
す
。

　

専
門
の
薬
剤
師
が
薬
の
相
談
を

お
受
け
す
る
「
く
す
り
の
相
談
室
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
薬
の
相
談
室

☎
０
８
３
（
９
２
３
）
１
１
９
３

　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年

　

始
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
４
時
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情
報
提
供
の
お
願
い　

　

周
防
大
島
グ
リ
ー
ン･

ツ
ー
リ

ズ
ム
実
行
委
員
会
で
は
、
周
防
大

島
町
が
持
っ
て
い
る
資
源
（
農
林

水
産
物
、
歴
史
、
自
然
、
社
会
、

文
化
、
人
材
な
ど
）
を
活
用
し
た

都
市
住
民
と
地
元
住
民
と
の
交
流

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
地
域
の
情
報
を
1
年
か

け
て
集
め
、
季
節
ご
と
の
情
報
を

提
供
す
る
予
定
で
す
。「
海
岸
清
掃

な
ど
地
域
行
事
」、「
亥
の
子
な
ど

伝
統
行
事
」、「
郷
土
料
理
を
食
べ

さ
せ
て
く
れ
る
所
」、「
み
か
ん
狩

り
な
ど
農
業
・
漁
業
体
験
」、「
朝

日
・
夕
日
が
一
番
き
れ
い
な
場
所

な
ど
自
慢
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
」
な

ど
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
連
絡
先
／
農
林
課
農
林
振
興
班

☎
７
９
‐
１
０
０
２

フ
ァ
ッ
ク
ス
７
９
‐
１
０
２
１

Ｅ
メ
ー
ル　

norin@
tow
n.suo-oshim

a.lg.jp

子
育
て
家
庭
応
援
優
待
サ
ー

ビ
ス
を
開
始

　

子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を
社
会

全
体
で
応
援
す
る
「
や
ま
ぐ
ち
子

育
て
文
化
の
創
造
」
を
目
指
し
て
、

10
月
か
ら
、
協
賛
事
業
所
に
お
い

て
、
子
ど
も
連
れ
の
方
な
ど
へ
の

優
待
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

○
協
賛
事
業
所
は
ど
こ
に
あ
る

の
？

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.yam

ag
u
ch
i-

kosodate.net/yutai/

　

携
帯
電
話
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で

耐
震
改
修
に
係
る
固
定
資
産

税
減
額
措
置
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
４
月
１
日
施
行
の
耐

震
改
修
促
進
税
制
に
よ
り
、
既
存

住
宅
の
耐
震
改
修
を
行
う
と
、
対

象
住
宅
の
固
定
資
産
税
（
床
面
積

１
２
０
㎡
／
戸
相
当
分
ま
で
）
が

翌
年
度
か
ら
最
大
３
年
間
、
２
分

の
１
に
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
減
額
を
受
け
る
た
め
に

は
、
工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に

固
定
資
産
税
減
額
証
明
書
を
添
付

し
て
町
税
務
課
に
申
告
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
証
明
書
の
申
請

手
続
き
は
町
総
務
課
で
行
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
要
件
、
申
請
に

必
要
な
書
類
等
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
減
額
証
明
書
申
請
手
続
き
・
問

い
合
わ
せ
／
総
務
課
消
防
防
災
班

☎
７
４
‐
１
０
０
０

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
に

伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
措

置
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
４
月
の
税
制
改
正
に

よ
り
該
当
物
件
に
つ
い
て
減
額
措

置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
な
お
詳
細

に
つ
い
て
は
、
周
防
大
島
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か

税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

☎
７
４
‐
１
０
０
８

き
ま
す
。

○
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
？

・
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
利
用
対
象
、

提
供
日
は
、
事
業
所
が
独
自
に
設

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
予
め
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

・
子
ど
も
連
れ
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
原
則
目
で
見
て
確
認
し
ま
す
。

・
利
用
の
際
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
旨
の
意
思
表
示
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
県
こ
ど
も
未
来
課

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
２
７
５
４

フ
ァ
ッ
ク
ス

　

０
８
３
（
９
３
３
）
２
７
５
９

Ｅ
メ
ー
ル

yutai@
yam

aguchi-kosodate.
net

運
転
免
許
申
請
時
の
提
出
書

類
に
関
す
る
法
改
正
に
つ
い

て
　

他
人
に
な
り
す
ま
し
て
運
転
免

許
証
を
不
正
に
取
得
し
、
こ
れ
を

犯
罪
等
に
使
用
す
る
事
件
が
発
生

し
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

運
転
免
許
申
請
時
に
お
い
て
、
住

民
票
等
の
他
、「
本
人
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
に
足
り
る
も
の
の
提

示
義
務
」
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

書
類
な
ど
」
と
し
て

・
健
康
保
険
証
被
保
険
者
証　

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

・
パ
ス
ポ
ー
ト　

・
公
の
機
関
が
発
行
し
た
免
許
証
、

許
可
証
、
資
格
証
明
書
、
身
分
証

明
書

・
そ
の
他
の
書
類
（
学
生
証
、
社

員
証
等
）

　

平
成
19
年
９
月
19
日
以
降
の
免

許
申
請
時
に
は
本
人
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
、
前
記
の
と
お

り
の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
運
転
免
許
証
を
す
で
に
取
得
し

て
い
る
方
が
、
他
の
種
類
の
運
転

免
許
を
申
請
す
る
際
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

（
根
拠
〜
道
路
交
通
法
施
行
規
則

第
17
条
第
２
項
）

■
問
い
合
わ
せ
／
大
島
警
察
署

☎
７
２
‐
０
１
０
０

◆日時／ 11 月 10 日㈯・11日㈰
　午前 9時～午後 3時
※スタンプラリー終了時間は午後2時（各
開催会場とも）です。
○戸田青空市
　戸田（10日㈯のみ）
　午前 5時 30分～午前 11時 30分
○文珠の里フェスタ
　東三蒲（ＪＡ山口大島三蒲支所）
○潮風フェスタ４３７
　久賀港横（ＪＡ山口大島本所前）
○おれんじの里フェスタ
　土居（日良居中学校体育館前）
○うみの幸・やまの幸フェスタ
　長崎（道の駅サザンセトとうわ）
※本年より、スタンプラリー終了時間を
設定していますので、お間違えのないよ
うお願いします。
◆問い合わせ／農林課☎７９‐１００２
※フェスタのチラシは、各総合支所、出
張所または農林課に置いてあります。

ルーラル・ゆうゆう・フェスタ
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お知らせ 10 月

お お し ま 警

察

署

だ

よ

り

み
ん
な
で　

つ
く
ろ
う　

安
心
大
島

催
し

第
19
回
橘
生
涯
学
習
発
表
大

会
・
第
50
回
文
化
芸
能
祭

　

日
ご
ろ
の
練
習
、
製
作
の
成
果

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

○
芸
能
発
表
会

■
日
時
／
11
月
３
日
㈯
文
化
の
日

　

昼
の
部　
　

午
後
１
時
〜

　

夜
の
部　
　

午
後
６
時
〜

※
出
演
団
体
数
に
よ
り
時
間
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
内
容
／

　

舞
踊
、
コ
ー
ラ
ス
、
演
奏
、
カ

　

ラ
オ
ケ
ほ
か

○
作
品
展
示
会

■
日
時
／

　

11
月
10
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

11
月
11
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
内
容
／

　

俳
句
、
短
歌
、
書
道
、
写
真
、

　

絵
画
、
手
芸
、
生
け
花
、
陶
芸
、

　

茶
道
ほ
か

■
場
所
／

　

芸
能
発
表
会
、
作
品
展
示
会
と

　

も
橘
総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
／

　

橘
総
合
セ
ン
タ
ー　

☎
７
７
‐
０
１
０
０

大
島
ふ
る
さ
と
文
化
祭
・
商

船
祭

■
日
時
／

　

11
月
３
日
㈯
文
化
の
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　

花
火　

午
後
７
時

■
場
所
／

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

■
内
容
／

　

生
涯
学
習
展
・
園
児
作
品
展
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
食
べ
歩
き

コ
ー
ナ
ー
・
保
育
園
、
小
学
校
演

奏
・
商
船
実
験
室
公
開
・
大
島
丸

体
験
航
海
・
商
船
手
旗
踊
・
花

火
・
和
太
鼓
演
奏
会
・
部
活
出
し

物
・
チ
ョ
イ
ワ
ル
オ
ヤ
ジ
コ
ン
テ

ス
ト
・
自
主
制
作
映
画
・
ラ
イ
ブ

ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
／
大
島
教
育
支
所

☎
７
４
‐
５
３
０
０

第
19
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
ｉ
ｎ
く
か
・
文
化
作
品
展

○
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
ｉ
ｎ
く

か■
日
時
／
11
月
10
日
㈯

　

午
前
９
時
か
ら

※
出
演
団
体
数
に
よ
り
時
間
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所
／

　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

■
内
容
／

　

合
奏
、合
唱
、大
正
琴
、天
平
筝
、

　

ウ
ク
レ
レ
ほ
か

■
出
演
者
／

　

学
校
、
保
育
園
、
公
民
館
学
級
、

　

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
な
ど　

○
文
化
作
品
展

■
日
時
／

　

11
月
５
日
㈪
〜
11
月
30
日
㈮

　

４
グ
ル
ー
プ
に
分
け
１
週
間
交

　

代
（
月
か
ら
金
）
展
示

■
場
所
／

　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

■
内
容
／

　

手
芸
、
絵
画
、
書
道
、
盆
栽
、　

　

生
花
ほ
か

■
出
展
者
／

　

学
校
、
保
育
園
、
公
民
館
学
級
、

　

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
な
ど　

※
展
示
作
品
の
募
集
を
し
ま
す
。

■
申
込
期
限
／
10
月
22
日
㈪
ま
で

　

申
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
７
２
‐
２
２
７
１

　

大
島
警
察
署
管
内
で
は
、
９
月
15
日
現
在
、
交
通
死
亡
事
故

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
３
名
で
、
前
年
比
で
２
名
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
多
く
は
、
危
険
の
発
見
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り

起
き
て
い
ま
す
。
周
囲
が
見
え
に
く
い
薄
暮
時
、
夜
間
の
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
を
心
が
け
、
ま
た
歩
行
者
の
み
な
さ
ん
は
反
射
材
を
活
用

し
て
自
分
を
し
っ
か
り
目
立
た
せ
ま
し
ょ
う
。

○夕暮れ時は明暗のコントラストが弱ま
り、安全確認が困難になります。ライト
を早めに点灯し、昼間よりも慎重に運転
をしましょう。

○ロービームばかりで走らず、ハイビームへのこまめ
な切りかえを行い、夜間の横断歩行者や自転車を早期
に発見し、交通事故を未然に防ぎましょう。

○夜間の事故を防ぐポイントは、「自分を
目立たせること」です。明るい色の服装や、
反射材を活用するなど、相手に自分の存
在をアピールする工夫をしましょう。

○反射材の中には、昼間は目立たなくても夜間はピッ
カリ目立つ黒色や茶色のものもあります。靴には、か
かとだけではなく側面にも反射材を貼付して、車両等
から発見されやすいようにしましょう。

ドライバー
のみなさん

歩行者
のみなさん

暮らしを支える税
「税を考える週間」
11月 11 日㈰～ 17 日㈯
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　

佐　

原　

聡　

子

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

〜
お
い
し
く
楽
し
く
、

　
　
　

元
気
な
口
腔
で
介
護
予
防
〜

　

口
（
口
腔
）
は
、
話
す
・
食
べ
る
・
表
情
を

豊
か
に
す
る
な
ど
、
元
気
で
楽
し
い
生
活
を
送

る
た
め
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

そ
の
口
の
中
が
汚
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
り
、
合
わ

な
い
入
れ
歯
で
我
慢
し
て
い
た
り
す
る
と
、
食

べ
物
が
お
い
し
く
な
い
、
か
み
に
く
い
、
飲
み

込
み
に
く
い
、
口
の
渇
き
が
気
に
な
る
、
食
欲

が
低
下
す
る
な
ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

で
は
、
体
は
動
い
て
も
口
腔
機
能
は
ど
ん
ど
ん

衰
え
て
、「
口
の
寝
た
き
り
」
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
低
栄
養
、
脱
水
、
誤ご
え
ん嚥
、
運
動

機
能
の
低
下
、
生
き
る
楽
し
み
の
消
失
な
ど
、

生
活
全
般
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
ま
す
。

口
の
寝
た
き
り
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

＊
口
腔
の
手
入
れ
を
す
る
。

　

入
れ
歯
を
は
ず
し
て
磨
く
。
歯
・
歯
茎
・
舌
・

頬
の
内
側
も
き
れ
い
に
！

＊
食
前
に
う
が
い
を
す
る
。　

　

唾
液
の
分
泌
を
整
え
、
ス
ム
ー
ズ
な
咀そ
し
ゃ
く嚼
・

嚥え
ん
げ下
を
行
う
た
め
に
効
果
的
で
す
。

＊
し
っ
か
り
か
む
。

　

か
む
機
能
・
飲
み
込
む
機
能
、
唾
液
の
分
泌

が
よ
く
な
り
、
消
化
が
促
進
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
脳
へ
の
刺
激
に
な
り
認
知
症
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。

＊
口
腔
体
操
を
習
慣
に
す
る
。

　

唇
・
舌
・
頬
・
の
ど
、
あ
ご
な
ど
口
周
辺
の

運
動
で
す
。
歌
を
歌
う
、
早
口
言
葉
、
お
し
ゃ

べ
り
を
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

＊
歯
科
検
診
を
う
け
る
。

　

治
療
だ
け
で
な
く
、
入
れ
歯
の
点
検
、
補
修
、

歯
磨
き
指
導
な
ど
の
相
談
を
定
期
的
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

　
「
口
の
寝
た
き
り
」
を
防
い
で
、
い
つ
ま
で

も
お
い
し
く
楽
し
く
元
気
に
生
活
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

お知らせ 10月

オ
ー
プ
ン
柑
き
つ
試
験
場

■
と
き
／
10
月
17
日
㈬

　

午
後
１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
／
大
島
柑
き
つ
試
験
場

■
内
容
／

○
ほ
場
展
示

・
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
せ
と
み
」

「
南
津
海
」

・
交
互
結
実
法
お
よ
び
シ
ー
ト
マ

ル
チ
栽
培
法

・
中
生
温
州
新
系
統

・
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
処
理
、
な
ど

○
パ
ネ
ル
展
示

・
か
い
よ
う
病
、
ミ
カ
ン
バ
エ
な

ど
の
病
害
虫
実
物
展
示

・
極
早
生
温
州
の
試
食

・
現
地
技
術
普
及
展
示

・
周
防
大
島
担
い
手
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
コ
ー
ナ
ー

※
平
成
19
年
度
試
験
成
績
検
討
会

は
２
月
に
行
う
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
県
大
島
柑
き
つ
試
験
場

☎
７
７
‐
１
０
１
９

第
2
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

の
開
催
に
つ
い
て

■
日
時
／
10
月
28
日
㈰

・
受
付

　

午
前
9
時
〜
9
時
30
分

　
（
久
賀
農
業
者
健
康
管
理
セ
ン

　

タ
ー
）

・
出
発　

午
前
10
時

　

農
道
を
経
て
、｢

グ
リ
ー
ン
ス

テ
イ
な
が
う
ら｣

ま
で
の
６
・
１
キ

ロ
の
コ
ー
ス
（
現
地
解
散
）

※
出
発
地
点
ま
で
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。
そ
の
他｢

な

が
う
ら｣

で
は
、
参
加
賞
の
他
、

楽
し
み
な
ビ
ン
ゴ
大
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各

教
育
支
所
へ
10
月
19
日
㈮
ま
で
に

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
受
付
も
し
ま
す
の

で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参

加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
し

ま
す
。
参
加
料
は
要
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

教
育
委
員
会
・
体
育
指
導
委
員

　

連
絡
協
議
会

☎
７
８
‐
２
２
０
５

第
19
回
岩
国
矯
正
展

■
日
時
／

　

11
月
10
日
㈯

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

11
月
11
日
㈰

　

午
前
9
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
／
岩
国
刑
務
所
内

　
（
岩
国
市
錦
見
６
‐
11
‐
29
）

■
内
容
／

　

刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売
、

　

朝
市
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
／

　

岩
国
刑
務
所
企
画
部
門

☎
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
３
８

やってみましょう！
口腔体操

①口を閉じたまま頬を膨ら
ませたりすぼめたりする。
②口を大きく開けて舌を出
したり引っ込めたりする。
③舌を出して上下左右に動
かす。
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◆日時／ 11 月 30 日㈮　13：00～ 14：00（受付時間）
◆場所／たちばなケアプラザ
◆対象者／
・平成 16年９月 22日～平成 16年 11月 30日生まれの者
・平成 19年 11月 30日現在、３歳～４歳未満で未受診者
◆問い合わせ／健康増進課☎７７‐５５０４

３歳児健康診査の
お知らせ

１０月 ５日㈪

21日㈰ 休日当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉

６日㈫

育児相談〈9:30 ～ 11:30 久賀農業者健康管理センター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉  
夜間指導〈18:00 ～ 20:00 竜崎温泉温水プール〉

22日㈪ 健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉 
リトミック〈10:00 ～ 11:00 たちばなケアプラザ〉

23日㈫
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉 

７日㈬

８日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉

24日㈬ ９日㈮ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 日良居公民館〉 
健康相談〈12:30 ～ 14:00 情島公民館〉

25日㈭ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉 10日㈯

26 日㈮ 1歳 6か月児健康診査
〈受付 13:30 ～ 14:00 たちばなケアプラザ〉 11日㈰ 休日当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉

27日㈯ 12 日㈪ 健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉

28日㈰ 休日当番医〈久賀病院☎７２－００７４〉

13日㈫

児童巡回相談（要予約）〈10:00 ～ 17:00 たちばなケアプラザ〉 
【申込先】子育て支援センターたちばな☎ 77‐5505 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉 
おたのしみ会（母子保健推進協議会久賀支部）
〈9：30 ～ 11：30 久賀総合センター〉
【申込先】健康増進課☎ 77‐5504

29 日㈪

30 日㈫
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉 

14 日㈬

15 日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉

31日㈬ 16 日㈮

１１月 17日㈯

１日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉 18日㈰ 休日当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉

２日㈮ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 19日㈪

３日㈯ 休日当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉
20日㈫

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉  
夜間指導〈18:00 ～ 20:00 竜崎温泉温水プール〉４日㈰ 休日当番医〈野村医院☎７６－００１７〉
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 19 年９月 15 日現在）

～ゆっくり走ろう　安全大島～

人身交通事故

件数 死者 傷者

７０ ３ ８１

前年比

＋１８ ＋２ ＋１８

物損事故件数

２２１ 前年比 ー１９

今月の納税

町県民税　　　　第３期分
国民健康保険税　第４期分
納期限　１０月 31日㈬
　　詳細は税務課へ
　　☎７４ー１００８

相談内容 実施日 時間
Ｂ・C型肝炎抗体検査 13日㈫ 10：00～ 11：00

骨髄バンク登録検査 13日㈫   9：00 ～ 10：00

乳幼児発達クリニック 22日㈭ 13：00～ 16：00

エイズ抗体検査 13日㈫   9：00 ～ 10：00

思春期・ストレス相談 ９日㈮ 10：00～ 15：00

心の健康相談 20日㈫ 13：00～ 14：00

11 月の柳井健康福祉センター定例保健事業

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。
■問い合わせ／柳井健康福祉センター☎ 0820（22）3631

○周防大島町公式ホームページの固定資産税コーナーが新しく
なりました。

ＰＤＦ版ではこのコーナーは掲載しておりませんのでご了承ください。
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するめ：塩分が高いので必ず湯とお
しします。飲み込まないように大き
く切って与えます。
こんぶ：長さ 30 ㎝幅２～３㎝のものを
塩けをよく洗い落とし、乾かしてから与
えます。
ステーキ：厚さ２㎝以上の牛の堅いもも
肉を３× 10 ㎝以上の大きさに切り、強
火でよく焼いて冷ましてから持たせます。

参考文献　久保田競著（主婦の友社）
「能力と意欲を伸ばす積極育児法」

このコーナーでは、広報発行月に満１歳を迎えるお子さんを紹介しています。
写真は、掲載を希望する保護者から提供していただいています。
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人の動き（10月１日現在）
人　口 ２１，０７８人 （62人減）

男 ９，４９６人

女 １１，５８２人

世帯数 １０，７６７戸 （31戸減）

田
た

中
なか

瑞
みず

貴
き

ちゃん
平成 18年 10 月 11 日生まれ

（久賀・八幡下）

高
たか

橋
はし

美
み

優
ゆ

ちゃん
平成 18年 10 月 17 日生まれ
（東和・平野塩屋）

原
はら

田
だ

遥
はる

佳
か

ちゃん
平成 18年 10 月 13 日生まれ
（大島・西三蒲蔵本）

尾
お

高
だか

梓
あず

咲
さ

ちゃん
平成 18年 10 月 13 日生まれ

（橘・油良東）

草
くさ

野
の

美
み

桜
お

ちゃん
平成 18年 10 月 30 日生まれ
（大島・小松開作小方）

平
ひら

田
た

唯
ゆい

莉
り

ちゃん
平成 18年 10 月 20 日生まれ

（久賀・中瀬田）

　～くち～
　８か月から１歳ごろの赤ちゃんは、きれいな歯

並びにするためにもしっかりかませてあごを発達させる
ことが大事です。かんでもかんでも減らないするめやこ
んぶは赤ちゃんに集中力とかむ力（咀嚼力）をつけます。
咀嚼することは、脳への刺激となって脳の発達を促しま
す。さらによくかむことや、自分でかみ切ったものを飲
み込むこともじょうずになります。

か

（子育て支援センターたちばな）


